
定着率が上がれば
急に人が辞めておこるドタバタも
無理な就業体制で他の従業員にかかる負担も
求人にかかる手間も経費もかかりません

離職が生む介護施設リスクの軽減策
今やるべきこと！

「定着率を上げるための秘策」
超高齢化社会がやってきました。５人に１人が６５歳以上となり、現在もその割合は増え続けて
います。しかし、介護施設では、従業員が足りていません。専門スキルがいる職種であるにも関
わらず、離職率が高く入職者の募集→育成→業務→離職といった繰り返しが私達を悩ませていま
す。介護人材の定着率をあげるために、私達は何をすれば良いのでしょうか？

①会社は自分をどう見ているのか？
②この会社に勤めていて自分の将来性はあるのか？
③自分にとって働きやすい環境作ってくれているのか？

従業員の離職までの心理

仕事・プライベートで何かのきっかけがあった時、ふと疑問が沸く

一つ一つが退職理由に繋がる

どうすれば、好循環をつくり出せる
職場ができるのでしょうか？
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定着率が高い介護施設が行っていること
安心して働ける職場環境と公平な規則づくり
大切にされていることを感じる職場づくり
経営者や管理者との意志疎通がある職場づくり

成長が感じられる職場づくり
従業員同士が気持良く働ける職場づくり



離職を食い止め、定着率を上げる２つの柱はこれです！
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従業員の年齢・経験・学歴、
国籍、入社時期による凹凸

を解消する均一化

習得した技術が即入居様の
反応でわかる喜びを実感

施設側の期待感が感じられ、
目指す目標像が明確になる

お互いの仕事をやりやすく
関係を良好にするコミュニ
ケーション技術の習得

上記の2本柱があってこそ、離職を
食い止めることができます！

マネジメントサポートは豊富な介護人材育成のラインナップと
基本労働環境整備のお手伝いで経営者のみなさんの本気を応援します

従業員の多様性に対応した
柔軟な環境づくり

給与体系・社会保険など
の制度を整備

無理をさせない就業時
間・休日を企業側が管理

経営者から大切にされて
いる実感づくり

Q 単発の研修をやっていますが、それではダメですか？
A 年間を通した計画的な研修が有効です。学んで終わりでは、技術の習得だけではなく
モチベーションの向上にもつながりません。就業者の入れ替りの多い事業所では、研
修を受けたことのない就業者も出てサービスの均一性は保たれません。

Q 内部の講師が研修を行なっています
A 普段一緒に仕事をしている者が研修の講師である場合、受講者の習得意識が弱まりま
す。研修は利害関係のないプロが行うのが効果的です。介護サービスの向上を目指すに
は技術以外にも接遇やコミュニケーションスキルの習得も必要です。プロ講師が研修を
行うことで総合的な介護人材が育成されます。

Q 教育制度だけで定着率は向上しますか？
A 教育制度を導入しただけで、年間離職者がゼロになった介護施設もありますが、離職の
根底原因は従業員が会社から大切に扱ってもらっていないと感じていることにあります。
基本労働環境の整備がされないままでは、本当の好循環は作り出せません。経営者のみ
なさんが変えようとする決意が大切です。

介護施設からよく寄せられる質問

経営者様の本気の取組みが介護競争を勝ち抜き
事業の経営安定をもたらします


